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近
年
、
ア
メ
リ
カ
の
移
民
史
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
に
関
す
る
研
究
の
中
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

「
白
人
性
」
と
い
う
概
念
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
ア
メ
リ
カ
の
移
民
史
家

は
そ
の
研
究
対
象
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
に
向
け
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
に
は

関
心
を
払
わ
な
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
人
種
を
取
り
上
げ
た
研
究
に
お
い

て
は
、
「
人
種
1
1
有
色
人
」
の
理
解
が
浸
透
し
て
お
り
、
白
人
の
人
種
性
に
つ
い

て
は
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
白
人
と
黒
人
と
の
関
係
が
研
究
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
が
人
種
的
に
自
己
を
白
人
と
し
て
規
定
し

て
い
く
「
白
人
化
」
の
過
程
が
新
た
な
関
心
か
ら
問
題
化
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
の
「
白
人
化
」
に
は
、
白
人
移
民
の
優
越
性
を
証
明
す
る
た

め
の
黒
人
の
存
在
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
際
の
「
白
人
」
と
は
、
W

A
S
P
（
黒
豆
①
貯
σ
q
ざ
あ
p
。
×
o
寸
評
g
Φ
ω
畠
暮
）
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
彼

ら
は
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
主
流
派
と
し
て
支
配
的
な
地
位
に
あ
っ
た
。
「
誰
を
ア

メ
リ
カ
人
と
し
て
認
め
る
か
」
と
い
う
問
題
は
、
W
A
S
P
に
と
っ
て
「
誰
を
白

人
と
し
て
取
り
込
む
か
」
と
い
う
問
題
と
同
義
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
市
民
権
の
授
与
の
問
題
に
人
種
的

要
素
が
強
く
影
響
し
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
七
九
〇
年
帰
化
法
は

ア
メ
リ
カ
市
民
を
「
自
由
白
人
」
に
限
定
し
た
。
そ
の
後
一
八
六
八
年
の
合
衆
国

憲
法
修
正
第
一
四
条
の
成
立
に
よ
っ
て
、
黒
人
の
市
民
権
が
認
め
ら
れ
た
が
、
ア

ジ
ア
系
移
民
は
そ
の
よ
う
な
立
法
か
ら
排
除
さ
れ
続
け
た
ば
か
り
か
、
一
八
八
二

年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
初
め
て
の
移
民
制
限
法
で
あ
る
中
国
人
排
斥
法
が

制
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
二
四
年
移
民
法
は
東
・
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
か

ら
の
移
民
を
排
除
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

化
政
策
は
常
に
人
種
的
偏
見
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
異
な
る
カ
ラ
ー
の
白
人
性
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
と
人
種
の
錬
金
術
』
と
題
さ

れ
る
本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
種
概
念
に
つ
い
て
白
人
性
を
中
心
に
論
じ

て
い
る
。
著
者
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ソ
ン
は
エ
ー
ル
大
学
の
準
教
授
で
あ
り
、
一
九
九
五

年
に
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ユ
ダ
ヤ
系
移
民
に
つ
い
て
論
じ
た
『
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

別
な
悲
し
み
』
を
発
表
し
て
い
る
。

　
著
者
に
よ
る
と
、
本
書
の
目
的
は
「
ケ
ル
ト
人
、
ス
ラ
ヴ
人
な
ど
の
人
種
1
こ

れ
ら
の
公
的
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ー
が
ど
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
社
会
的
意
識
の
中

で
盛
衰
し
た
の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
二
〇
世
紀
に
お
け
る
コ
ー
カ
サ
ス

人
種
（
O
ρ
9
¢
O
⑳
ω
一
p
Ω
コ
）
が
出
現
し
、
そ
の
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
」
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
著
者
は
、
こ
の
研
究
の
前
提
と
し
て
次
の

二
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
人
種
と
い
う
言
説
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
移
民
と
定

住
の
歴
史
に
と
っ
て
最
も
重
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
人
種
的
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
自
然
的
な
も
の
で
は
な
く
、
政
治
や
文
化
に
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
第
一
の
前
提
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
白
人
性
が
彼
ら
の
ア
メ
リ
カ
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社
会
へ
の
同
化
を
容
易
に
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
法
的
に
も
、
帰
化
法
の

「
自
由
白
人
」
条
項
の
存
在
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
多
大
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
の
前
提
に
関
し
て
は
、
人
種
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
変
化
や
人

種
を
め
ぐ
る
闘
争
が
、
常
に
権
力
関
係
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
こ
れ
ら
の
前
提
に
基
づ
い
て
、
「
白
人
性
」
の
変

遷
を
「
主
観
」
や
「
帰
属
」
と
い
っ
た
領
域
か
ら
分
析
す
る
こ
と
を
本
書
の
課
題

と
し
て
い
る
。
さ
て
、
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
に
な
っ
て
い
る
。

導
入
　
人
種
の
捏
造

第
一
部
　
白
人
性
の
政
治
史

　
第
一
章
　
共
和
国
に
お
け
る
「
自
由
白
人
」
　
一
七
九
〇
一
一
八
四
〇

　
第
二
章
　
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
と
他
者
　
一
八
四
〇
1
一
九
二
四

　
第
三
章
　
コ
ー
カ
サ
ス
人
種
と
な
っ
て
　
皿
九
二
四
1
一
九
六
五

第
二
部
　
歴
史
、
人
種
、
知
覚

　
第
四
章
　
一
八
七
七
年
”
人
種
の
不
安
定
性

　
第
五
章
　
ユ
ダ
ヤ
人
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
見
る
こ
と

第
三
部
　
コ
ー
カ
サ
ス
人
種
の
創
造

　
第
六
章
　
帝
国
の
る
つ
ぼ

　
第
七
章
　
帰
化
と
法
廷

　
第
八
章
　
公
民
権
時
代
の
夜
明
け

結
び
　
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
と
白
人
特
権
の
拒
否

　
本
書
は
、
以
上
の
よ
う
に
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
部
は
、
権
力
を
形
成

す
る
要
因
と
し
て
の
人
種
概
念
が
、
時
代
を
通
じ
て
変
化
し
て
い
く
過
程
に
注
目

し
て
い
る
。
第
二
部
で
は
、
あ
る
状
況
下
で
変
化
す
る
、
知
覚
の
一
形
態
と
し
て

の
人
種
を
検
討
し
、
そ
の
矛
盾
や
不
確
実
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
第
四
章
で
は
、
一
八
七
七
年
と
い
う
一
時
期
に
焦
点
を
絞
り
、
ア
メ
リ
カ
国

内
外
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
と
の
遭
遇
と
対
立
を
描
い
て
い
る
。
第
五
章
で

は
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
一
集
団
に
つ
い
て
、
社
会
的
意
識
と
人
種
的
事
実
の
関

係
、
人
種
認
識
の
変
わ
り
や
す
さ
や
、
人
種
を
知
覚
す
る
際
の
人
の
視
線
の
変
わ

り
や
す
さ
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
三
部
で
は
、
あ
る
特
定
の
文
化
的
な
場
に

お
け
る
権
力
闘
争
の
産
物
と
し
て
の
人
種
を
描
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
白
人
性

の
統
合
を
促
す
三
つ
の
場
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
、
帰
化
を
め
ぐ
る
法
的

論
争
、
更
に
｝
九
三
〇
、
四
〇
年
代
の
公
民
権
を
求
め
る
運
動
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
本
紹
介
で
は
、
あ
る
特
定
の
局
面
や
民
族
集
団
に
限
定
し
て
叙
述
さ
れ
る
こ

と
の
多
い
「
白
人
性
」
に
つ
い
て
、
｝
七
五
年
に
わ
た
る
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
的
文

脈
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
た
第
一
部
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
本
書
に
お
い
て
、
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ソ
ン
は
白
人
性
の
歴
史
を
大
き
く
三
つ
の
時
期

に
分
け
て
い
る
。
ま
ず
第
｝
期
は
、
｝
七
九
〇
年
か
ら
一
八
四
〇
年
ま
で
で
あ

る
。
一
七
九
〇
年
、
議
会
は
｝
年
間
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
居
住
し
た
全
て
の
自
由

白
人
に
市
民
権
取
得
を
認
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
当
時
議
会
で
は
、
帰
化
法
の

制
定
に
際
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
市
民
と
し
て
の
資
格
が
あ
る

の
か
、
外
国
人
の
権
利
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
か
な
ど
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
が
、

帰
化
の
権
利
を
白
人
に
限
定
す
る
こ
と
へ
の
疑
問
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
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介紹

　
ま
た
、
市
民
権
の
授
与
に
関
し
て
は
、
人
種
と
共
和
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

が
結
び
つ
い
て
、
自
治
へ
の
適
性
・
不
適
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
奴
隷

制
や
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
強
制
移
住
の
問
題
が
顕
在
化
す
る
に
つ
れ
て
、
人
種
は
自

治
へ
の
適
性
を
は
か
る
指
標
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
「
野
蛮
」
な
黒
人
や
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
は
ア
メ
リ
カ
市
民
と
し
て
の
適
性
を
持
た
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

た
。
奴
隷
所
有
の
必
要
性
や
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
は
、
白
人
性
を
帰
化
市
民
の

条
件
と
す
る
理
由
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
一
九
世
紀
に
は
、
属
（
σ
q
魯
房
）
、
種
（
。
・
冨
9
⑩
。
。
）
と
い
っ
た
科
学
的
人
種

主
義
に
基
づ
く
言
語
が
人
種
を
論
じ
る
際
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
民
俗
学
、
人
類
学
、
骨
相
学
と
い
っ
た
新
し
い
科
学
の
勃
興
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
科
学
は
人
間
の
「
差
異
」
に
つ
い
て
の
新
し
い
認
識
を
も
た
ら
し

た
が
、
こ
の
認
識
は
以
前
の
黒
人
や
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
へ
の
見
方
と
大
き
く
異
な
る

も
の
で
は
な
く
、
白
人
至
上
主
義
的
傾
向
を
強
く
示
し
て
い
た
。
科
学
的
人
種
主

義
の
議
論
は
、
拡
張
主
義
や
奴
隷
制
論
争
な
ど
の
社
会
問
題
と
結
び
つ
い
て
、
同

時
に
そ
れ
ら
を
説
明
す
る
言
説
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
八
四
〇
年
代
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
政
治
文
化
で
は
、
非
白
人

性
に
対
す
る
白
人
性
の
安
定
性
が
存
続
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
八
四
〇
年
代
後

半
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
に
代
表
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
移
民
の
流
入

が
増
加
す
る
と
、
白
人
性
に
対
す
る
認
識
に
変
化
が
起
こ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系

移
民
の
規
模
の
大
き
さ
や
宗
教
・
文
化
の
違
い
か
ら
、
白
人
の
一
体
性
を
疑
問
視

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
科
学
に
よ
っ
て
白
人

性
内
部
の
分
裂
が
説
明
さ
れ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
人
種
と
し
て
の
劣
等
性
が

強
調
さ
れ
、
白
人
内
部
に
ケ
ル
ト
人
、
ス
ラ
ヴ
人
、
ヘ
ブ
ラ
イ
人
、
イ
ベ
リ
ア
人

と
い
っ
た
白
人
の
「
他
者
」
（
拝
島
Φ
O
二
月
の
）
と
い
う
区
分
が
生
ま
れ
た
。
こ
こ

に
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
を
頂
点
と
し
、
「
差
異
」
に
よ
っ
て
ラ
ン
ク
付
け

さ
れ
る
白
人
区
分
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
同
時
期
に
ア
メ
リ
カ
に
渡

来
し
た
ド
イ
ツ
系
移
民
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
と
で
は
「
差
異
」
の
認
識
に
程

度
差
が
見
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
系
移
民
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
と
チ
ュ
ー
ト

ン
人
の
文
化
の
近
接
性
か
ら
、
人
種
的
に
も
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
に
よ
り
近

い
人
々
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
宗
教
的
多
様
性
は
ド
イ
ツ
人
と
し
て
の

一
体
性
の
形
成
を
困
難
に
し
た
の
で
、
ド
イ
ツ
系
移
民
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
同
化
も

比
較
的
容
易
に
進
む
移
民
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
は
ケ
ル
ト
人
と
し
て
特
に
差
別
的
な
扱
い
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
。
知
能
の
低
さ
や
飲
酒
癖
、
怠
惰
な
ど
の
堕
落
し
た
性
質
は
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
人
に
と
っ
て
生
得
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
、
攻
撃
の
一
因
と
な
っ

た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
否
定
的
な
評
価
と
肌
の
色
、
髪
の
色
、
顔
つ
き
な
ど
の
身

体
的
な
特
徴
が
結
び
つ
き
、
風
刺
漫
画
や
新
聞
で
の
猿
の
よ
う
な
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

人
の
描
写
が
定
着
す
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
人
種
的
偏
見
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

の
「
自
治
へ
の
不
適
性
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
化
し
た
。

　
し
か
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
自
身
も
ケ
ル
ト
人
と
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
と

の
人
種
的
差
異
の
存
在
に
は
同
意
し
て
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
も
、
身
体
的
特
徴

は
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
と
の
区
別
を
示
す
「
差
異
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
人
種
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
最
も
強
力
に

構
築
し
て
い
た
の
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
説
で
あ
っ
た
。
こ
の
葺
合
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
は
政
治
的
戦
略
と
し
て
で
は
な
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
移
民
文
化
に

深
く
浸
透
し
た
感
覚
と
し
て
現
れ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
や
祝
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祭
、
演
劇
や
新
聞
な
ど
日
常
生
活
の
中
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
の

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
と
し
て
の
意
識
は
、
祖
国
で
の
サ
ク
ソ
ン
人
に
よ
る
抑
圧
と
ケ

ル
ト
人
の
貧
窮
化
と
抵
抗
と
い
う
人
種
的
な
記
憶
に
も
規
定
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ケ
ル
ト
人
と
し
て
の
人
種
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
し
て
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
説
と
ア
メ
リ
カ
共
和
主
義
の
帯
説
が
相

争
っ
て
い
た
。
一
方
で
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
優
越
主
義

が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
た
ち
に
祖
国
で
の
抑
圧
を
喚
起
さ
せ
、
他
方
で
は
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
活
動
に
よ
っ
て
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
の
不
信

が
増
大
し
、
彼
ら
は
共
和
主
義
的
な
徳
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ア
メ
リ
カ
両
国
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
白
人
種
内
の

ケ
ル
ト
人
と
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
の
分
離
を
明
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
増
大
し
た
反
外
国
人
感
情
は
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
し
て
噴

出
し
た
。
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
自
体
は
、
一
七
九
〇
年
帰
化
法
の
包
括
的
な
「
白

人
」
規
定
が
も
た
ら
し
た
社
会
的
な
危
機
に
呼
応
し
て
高
揚
し
た
も
の
で
、
こ
れ

以
前
に
も
見
ら
れ
た
動
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
四
〇
年
代
か
ら
一
九
二
〇

年
代
の
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
は
、
白
人
性
そ
の
も
の
を
再
考
す
る
側
面
も
持
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
た
ち
の
排
斥
の
論
理
は
時
期
に

よ
っ
て
変
化
を
見
せ
た
。

　
一
八
四
〇
、
五
〇
年
代
に
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
や
経

済
的
な
要
因
に
対
し
て
現
れ
た
。
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
に
代
表
さ
れ
る
カ
ト

リ
ッ
ク
信
仰
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
仰
と
は
相
容

れ
な
い
も
の
と
し
て
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民

の
信
仰
は
ケ
ル
ト
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
基
礎
を
な
す
と
考
え
ら
れ

た
た
め
、
宗
教
の
問
題
は
、
実
際
は
人
種
的
偏
見
と
密
接
に
結
び
つ
く
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
移
民
の
政
治
参
加
が
進
む
に
つ
れ
て
、
全
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

に
「
自
治
へ
の
適
性
」
が
備
わ
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
た
。
こ
こ
で

非
難
さ
れ
た
の
は
移
民
の
マ
シ
ン
政
治
や
ボ
ス
支
配
で
あ
っ
た
。

　
一
八
六
八
年
、
黒
人
市
民
へ
の
市
民
的
権
利
を
保
障
す
る
憲
法
修
正
第
一
四
条

が
制
定
さ
れ
、
一
八
七
〇
年
に
は
、
黒
人
参
政
権
を
認
め
る
憲
法
修
正
第
　
五
条

が
発
効
し
、
ま
た
議
会
で
は
帰
化
法
の
「
白
人
」
条
項
の
削
除
が
提
案
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
黒
人
の
権
利
獲
得
が
進
む
中
、
中
国
人
な
ど
ア
ジ
ア
系
移
民
の
帰
化

は
依
然
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
な
ど
で
反
中
国
人
運
動
が
頻
発
す
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
中
国
人
が
非
白

人
で
あ
っ
た
こ
と
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
の
低
賃
金

が
白
人
労
働
者
と
の
競
争
を
激
化
さ
せ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
更
に
一
八
八
二

年
に
は
、
中
国
人
排
斥
法
が
制
定
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
史
上
初
め
て
特
定
の
人
種
の

排
除
が
立
法
化
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
種
排
斥
の
論
理
は
、
あ
る
集
団
の
「
自

治
へ
の
不
適
性
」
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
集
団
の
「
自
治
へ
の
適

性
」
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
排
除
と
包
摂
の
図
式
に
基
づ
い
て
い
た
。

　
一
人
七
〇
年
以
降
の
人
種
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
、
白
人
性
は
さ
ま
ざ
ま
な
解

釈
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
移
民
制
限
の
雷
説
に
お
い
て
は
、
ケ
ル
ト
人
、
ス
ラ

ヴ
人
、
ヘ
ブ
ラ
イ
人
は
望
ま
し
く
な
い
移
民
と
し
て
非
白
人
化
さ
れ
、
帰
化
を
め

ぐ
る
言
説
で
は
、
彼
ら
は
白
人
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
前
者
に
お
い
て
は
、
「
自

治
へ
の
適
性
」
に
欠
け
る
「
他
者
」
と
し
て
の
白
人
移
民
が
強
調
さ
れ
、
後
者
に

お
い
て
は
、
白
人
種
と
非
白
人
種
と
の
差
異
が
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
白
人
性
は
社
会
状
況
に
対
応
し
て
分
裂
し
、
ま
た
…
体
化
し
た
の
で
あ
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介紹

る
。　

一
九
世
紀
末
か
ら
流
行
す
る
優
生
学
は
、
一
九
二
四
年
の
移
民
法
に
も
影
響
を

与
え
た
。
同
法
は
一
八
九
〇
年
の
国
勢
調
査
に
基
づ
い
て
外
国
生
ま
れ
の
移
民
の

出
生
国
を
割
り
出
し
、
各
人
口
の
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
各
国
の
入
国
許
可
数
と
し
て

割
り
当
て
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
出
生
国
別
割
当
制
の
目
的
は
、
増
大
す
る

東
・
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
の
入
国
を
制
限
し
、
移
民
の
構
成
を
北
・
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
移
民
中
心
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
知
能
の
低
い
移
民
や
犯

罪
者
、
精
神
異
常
者
な
ど
の
社
会
的
不
適
応
者
と
な
る
可
能
性
の
高
い
移
民
の
排

除
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
法
は
白
人
種
内
部
に
優
等
な

人
種
と
劣
等
な
人
種
を
想
定
し
、
後
者
を
制
限
す
る
こ
と
で
社
会
の
人
種
的
均
質

性
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
移
民
問
題
へ
の
対
応
に
こ
の
よ
う
な
優
生
学
的
な
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
が
、
し
か
し
な
が
ら
同
法
の
優
生
学
的
な
見
解
に
は
移
民
や
ネ
イ

テ
ィ
ヴ
か
ら
の
激
し
い
反
対
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
｝
九
二
四
年
移
民
法
は
ア
メ

リ
カ
の
政
治
文
化
に
お
い
て
、
人
種
理
解
の
た
め
の
新
し
い
展
開
を
示
す
も
の
で

は
な
く
、
一
七
九
〇
年
帰
化
法
に
示
さ
れ
る
「
自
治
へ
の
適
性
」
と
い
う
共
和
主

義
的
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
優
生
学
的
な
志
向
も
、
ア
メ
リ
カ

の
政
治
思
想
を
特
徴
づ
け
る
排
除
と
包
摂
の
論
理
か
ら
完
全
に
分
離
し
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
同
法
の
論
理
は
、
ア
メ
リ
カ
市
民
権

を
認
め
る
際
の
人
種
の
定
義
に
、
あ
る
程
度
の
修
正
を
加
え
た
も
の
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
一
九
二
四
年
移
民
法
は
白
人
種
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
新
た
に
創
造
し
た

の
で
は
な
く
、
白
人
種
の
よ
り
厳
密
な
理
解
へ
の
道
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
第
三
期
と
し
て
区
分
さ
れ
る
の
が
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
六
五
年
ま

で
の
約
四
〇
年
間
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
時
期
に
は
、
白
人
の
「
コ
ー
カ
サ
ス

人
種
」
と
し
て
の
一
体
化
が
顕
著
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
一
九
二
四
年
移
民
法

に
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
至
上
主
義
的
な
傾
向
が
強
く
表
れ
て
い
た
が
、
そ

の
後
の
「
白
人
性
」
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
同
法
の
実
際

的
な
効
果
と
し
て
は
、
ま
ず
東
・
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
の
人
口
流
入
に
歯
止
め
を

か
け
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
新
た
な
移
民
の
流
入
が
抑
制
さ
れ
た
た
め
に
、

次
第
に
白
人
の
間
に
集
団
と
し
て
の
安
定
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

外
国
生
ま
れ
の
一
世
か
ら
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
二
世
、
三
世
へ
と
移
民
の
世
代
交

代
が
起
こ
り
、
そ
の
結
果
、
社
会
的
・
経
済
的
上
昇
を
果
た
し
た
移
民
が
増
加
し

た
。
更
に
、
黒
人
の
北
部
移
住
も
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
移
民
法
を
契
機
に
人

種
の
構
成
に
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
の
も
と
で
、
白
人
種
内
の
「
差
異
」
よ
り
も
「
カ
ラ
ー
」
と
し

て
の
人
種
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
。
そ
の
際
に
、
一
体
化
し
た
白
人
種

を
表
わ
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
が
「
コ
ー
カ
サ
ス
人
種
」
と
い
う
分
類
で

あ
っ
た
。
｝
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
末
の
間
に
、
「
コ
ー
カ
サ

ス
人
種
」
を
モ
ン
ゴ
ル
人
種
（
鍵
O
⇔
σ
q
O
］
．
O
一
α
）
、
黒
人
種
（
2
⑩
σ
q
容
裁
）
と
と
も
に
人
間

の
生
物
学
的
区
分
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

「
コ
ー
カ
サ
ス
人
種
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
白
人
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
ほ
ぼ
重
な

り
合
う
が
、
「
コ
ー
カ
サ
ス
人
種
」
の
概
念
は
白
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
、
よ

り
強
力
な
科
学
的
根
拠
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
コ
ー
カ
サ
ス
人

種
」
の
概
念
は
、
白
人
種
内
の
差
異
よ
り
も
一
体
性
を
強
調
し
た
と
い
う
点
で
、

ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
優
位
の
戦
略
に
対
抗
す
る
概
念
で
も
あ
っ
た
。
一
方
、

白
人
と
非
白
人
の
区
分
を
強
化
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、
「
コ
ー
カ
サ
ス
人
種
」
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概
念
は
そ
れ
ま
で
の
「
白
人
」
概
念
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
白
人
集
団
内
部
の
人
種
と
し
て
の
「
差
異
」
が
消
去
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
」
と
い
う
文
化
に
基
づ
く
概
念
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
胃
討
ぼ
霧
ω
、
智
設
。
。
冨
8
ω
と
い
っ
た
概
念
は
人
種
的
特
徴
で
は
な

く
、
文
化
的
特
徴
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
ア
メ
リ
カ
の
政
治
文
化
の
中
に
定
着

し
始
め
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
白
人
集
団
の
一
体
化
が
進
む
一
方
で
、
黒
人
や
ア
ジ
ア
系
移
民
な

ど
の
非
白
人
集
団
は
排
除
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
カ
ラ
ー
・
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
分
離

が
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
新
た
な
二
元
的
な
人
種
構
成
の
出
現
を

暗
示
し
て
い
た
。

　
科
学
の
分
野
で
も
、
人
種
に
関
す
る
二
つ
の
根
本
的
変
化
を
経
験
し
て
い
た
。

一
つ
は
、
文
化
が
人
種
の
社
会
的
行
為
の
第
一
の
決
定
要
素
と
し
て
生
物
学
に
優

越
し
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
「
人
種
関
係
」
が
人
種
研
究
の
新
た
な
領
域
と
し

て
性
格
学
に
置
き
換
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
向
は
人
種
概
念
、
特
に

白
人
種
の
「
差
異
」
に
つ
い
て
の
再
考
を
促
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
科
学
に
よ
る
人
種
観
の
修
正
と
一
九
四
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
政

治
状
況
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
つ
の
傾
向
が
生
ま
れ
た
。
ま
ず
第
一

に
、
「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
」
が
文
化
に
基
づ
く
差
異
を
表
わ
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
」
が
ホ
ワ
イ

ト
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
ス
の
同
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
第
三
に
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
多
様
性
が
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
ホ
ワ
イ
ト
・
エ
ス
ニ
ッ

ク
ス
内
の
差
異
を
説
明
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
、
白
人
と
人
種
性
が
切
り
離
さ
れ

る
と
、
黒
人
が
人
種
集
団
と
し
て
限
定
的
に
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ

に
黒
人
対
白
人
と
い
う
二
項
対
立
の
図
式
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
後
、
人
種
の
問
題
は
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
論
争
の
中
心
へ
と
浮
上
す
る
。

そ
れ
は
例
え
ば
、
一
九
四
三
年
の
デ
ト
ロ
イ
ト
暴
動
、
ジ
ム
・
ク
ロ
ゥ
の
見
直
し

を
求
め
る
動
き
、
公
正
雇
用
委
員
会
の
設
置
な
ど
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、

移
民
法
の
改
正
に
関
し
て
も
、
一
九
五
二
年
に
成
立
し
た
マ
ッ
カ
ラ
ン
ー
ー
ウ
ォ
ル

タ
ー
法
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
黒
人
問
題
は
移
民
割
り
当
て
の
文
脈
の
中
で
も
中

心
的
課
題
で
あ
っ
た
。
同
法
は
、
ア
ジ
ア
系
移
民
に
｝
定
の
入
国
許
可
を
与
え
た

が
、
西
半
球
か
ら
の
黒
人
移
民
の
入
国
を
制
限
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
六
五

年
の
移
民
法
改
正
で
は
、
出
生
国
別
割
当
制
が
廃
止
さ
れ
、
特
定
の
人
種
や
民
族

の
入
国
制
限
は
撤
廃
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
移
民
の
人
種
的
多
様
性
は
増

大
し
た
。
し
か
し
同
法
は
、
ア
メ
リ
カ
市
民
の
親
族
の
入
国
を
優
先
さ
せ
る
こ
と

で
、
非
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
白
人
移
民
の
流
入
を
促
し
、
初
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
移
民
の
特
権
的
な
地
位
を
強
調
す
る
側
面
も
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
書
の
内
容
を
第
一
部
を
中
心
に
紹
介
し
た
。
著
者
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ソ
ン

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
の
白
人
化
の
過
程
を
小
説
や
映
画
、
新
聞
や
雑
誌
の
記

事
、
法
廷
記
録
、
当
時
の
学
術
論
文
、
議
会
で
の
議
論
、
政
治
的
演
説
や
講
演
な

ど
の
豊
富
な
史
料
を
用
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
の
「
白
人

性
」
は
社
会
的
・
政
治
的
状
況
の
中
で
の
権
力
関
係
を
反
映
し
て
、
常
に
変
動
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
体
を
通
じ
て
、
人
種
を
論
じ
る
際
に
階
級
的
要

素
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
著
者
の
分
析
に
は
限
界
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
著
者
は
本
書
の
固
頭
で
ラ
ー
デ
イ
ガ
ー
や
ア
レ
ン
の
研
究
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介紹

を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
両
者
の
研
究
が
労
働
史
的
な
観
点
か
ら
行
な

わ
れ
て
お
り
、
経
済
や
階
級
を
人
種
の
第
一
の
要
素
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
経
済
的
な
説
明
に
よ
っ
て
、
白
人
労
働
者
が
な
ぜ
自
ら
の
白

人
性
を
主
張
し
、
黒
人
と
の
差
別
化
を
図
っ
た
か
が
明
ら
か
に
な
っ
て
も
、
ネ
イ

テ
イ
ヴ
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
な
ぜ
白
人
労
働
者
と
の
白
人
性
の
共
有
を
拒
否
し
た

の
か
、
更
に
は
な
ぜ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
他
の
白
人
と
の
人
種
的
区
別
を
主
張
し

た
の
か
が
説
明
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
階
級
を
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
白
人
内
部
の
人
種
的
多
様
性
を
見
落
と
し
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
著
者
自
身
は
本
書
に
お
い
て
人
種
形
成
に
お
け
る
経
済
と
階
級
の
重

要
性
を
嫉
小
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
が
、
実
際
の
議
論
で

は
、
階
級
的
視
点
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い

に
も
よ
る
の
だ
ろ
う
が
、
著
者
が
重
視
す
る
「
主
観
」
や
「
帰
属
」
の
分
野
に
お

い
て
も
、
人
種
と
階
級
と
の
関
係
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
は
「
白
人
性
」
研
究
と
い
う
新
し
い
研
究
領
域

に
お
い
て
、
白
人
性
そ
の
も
の
を
問
い
直
し
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
流
動
性

を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
で
、
興
味
深
い
論
点
を
提
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

註
（
1
）
移
民
の
ア
メ
リ
カ
化
の
観
点
か
ら
「
白
人
性
」
を
論
じ
た
邦
語
文
献
と
し
て
は
、
松
本
悠

　
子
「
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
こ
と
・
ア
メ
リ
カ
人
に
す
る
こ
と
一
二
〇
世
紀
初
頭
の
「
ア
メ
リ

　
カ
化
」
運
動
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
階
級
・
人
種
－
」
（
『
思
想
』
八
八
四
号
、
一
九
九
八

　
年
）
、
山
田
史
郎
「
ホ
ワ
イ
ト
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
へ
の
道
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
の
ア
メ
リ
カ
化
」

　
（
山
田
他
『
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
探
究
①
移
民
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
八
年
）
が
あ

　
る
。
（
2
）
O
帥
還
Φ
臼
亀
ρ
．
凱
び
。
湾
ざ
O
o
臼
9
8
b
巳
昏
。
二
二
帥
昌
α
q
o
h
＞
白
①
臨
8
鵠
．
ヂ
冒
ミ
醤
騎
、
庶

　
轟
§
ミ
紳
§
藻
S
撃
◎
。
野
悼
（
ω
①
切
樽
①
ヨ
げ
Φ
叫
弘
⑪
O
刈
）
も
や
給
軒
α
釦
◎
。
●
参
照
。

（
3
）
寓
帥
酵
霧
岡
q
。
智
8
げ
8
炉
憩
象
ミ
⑦
§
§
牲
§
馬
b
二
塁
。
ミ
§
愚
§
職
§
§
碁
国
N
警
℃

　
§
騒
乱
竃
蹄
諒
§
ミ
誉
醤
計
§
ミ
恥
§
§
職
⑦
ミ
駐
1
9
ヨ
げ
臥
盆
ρ
竃
p
ユ
。
⇔
ω
．
』
ゆ
霧
．

（
4
）
謬
く
錠
麺
。
Φ
亀
伽
Q
。
5
§
恥
惹
恥
魚
導
帖
§
§
謁
§
恥
§
軋
§
§
ミ
鑓
黛
§
郎
ミ
ミ
§

　
琴
ミ
鳶
Q
駐
慧
δ
a
8
脳
り
鶏
嚇
霞
Φ
o
伍
。
器
≧
①
p
罎
恥
§
鮭
§
職
。
蕊
黛
§
§
忙
§
肉
§
り
ぎ
ミ
§

　
O
ミ
謁
§
ミ
曾
越
鈎
脳
§
§
軋
9
9
ミ
9
醤
S
執
レ
。
巳
o
P
お
潔
・
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